


（1），（2）において��＝��として��について解くと次式
が得られる。
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式（3）を用い，発熱体の表面積および筐体の放射率が発
熱体の温度におよぼす影響を検討した（表1）。ここで，
発熱量は0.3W，外部空間壁面の面積が100m2，放射率が
0.99，温度は25℃とした。ケース1は筐体を電気亜鉛め
っき鋼板とした場合であり，発熱体温度は79℃となっ
た。ケース2では筐体をコーベホーネツとしている。発
熱体温度は74℃となった。次に，ケース3は，発熱体の
表面の放射率をコーベホーネツと同等にしたうえでその




